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　２月15日（土）、「第21回図書館ま
つり」が開催されました。
　多くのみなさんが参加し、大型絵本
の読み聞かせや人形劇などを楽しみま
した。
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【
文
化
個
人
】

◆
２
０
１
３
や
ま
ぐ
ち
発
明
く
ふ
う

展　

少
年
少
女
の
部

　

優
秀
賞

　

中
谷
　
希
美
（
木　

地
）

◆
２
０
１
３
や
ま
ぐ
ち
未
来
の
科
学

の
夢
絵
画
展

　

特
賞 

　

福
田
　
美
咲
（
八
和
田
）

◆
第
２
回
著
作
権
を
守
ろ
う
！
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル（
全
国
）

　

入
選
作
品 

　

新
田
　
実
桜
（
高　

塔
）

◆
平
成
25
年
度　

ふ
る
さ
と
の
海
・

川
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー（
山
口
県
）

中
学
生
の
部

　

最
優
秀
賞

　

伊
藤
　
ロ
ナ
ン
（
中　

西
）

◆
平
成
25
年
度　

明
る
い
選
挙
啓
発

作
品
コ
ン
ク
ー
ル　

ポ
ス
タ
ー

　

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

　

小
田
　
凪
紗
（
真　

殿
）

◆
第
２
回
著
作
権
を
守
ろ
う
！
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル（
全
国
）

　

最
優
秀
作
品
賞 

　

吉
原
　
り
か
（
蓮　

輪
）

◆
平
成
25
年
度　

明
る
い
選
挙
啓
発

作
品
コ
ン
ク
ー
ル（
全
国
）　

ポ
ス

タ
ー　

中
学
校
の
部

　

公
益
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進

協
会
会
長
・
都
道
府
県
選
挙
管
理

委
員
会
連
合
会
会
長
賞

　

大
浴
　
紗
那
（
泊
団
地
）

◆
平
成
25
年
度　

明
る
い
選
挙
啓
発

作
品
コ
ン
ク
ー
ル　

習
字

　

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

　

森
川
　
愛
加
（
上　

ゲ
）

◆
平
成
25
年
度　

火
災
予
防
作
品

（
山
口
県
）ポ
ス
タ
ー
中
学
生
の
部

　

最
優
秀
賞

　

千
葉
　
美
緒
（
宿　

井
）

平
成
25
年

 
田
布
施
町
教
育
委
員
会
表
彰

　

２
月
16
日
（
日
）、
表
彰
式
が
サ
リ
ジ
ェ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
受
賞
内
容
は
代
表
的
な
も
の

を
記
載
。
順
不
同
敬
称
略
）。

問
学
校
教
育
課　

☎
52
‐
５
８
１
２

問
社
会
教
育
課　

☎
52
‐
５
８
１
３

第
４
号
表
彰
者

教
育
、
学
術
、
文
化
、
体
育

に
関
し
て
他
か
ら
表
彰
さ
れ

た
個
人
お
よ
び
団
体

【
文
化
団
体
】

◆
第
20
回
山
口
県
高
等
学
校
放
送
部

大
会　

オ
ー
デ
ィ
オ
ピ
ク
チ
ャ
ー

部
門　

最
優
秀
賞

　

晝
田
　
純
志
（
地　

家
）

【
ス
ポ
ー
ツ
個
人
】

◆
平
成
25
年
度　

山
口
県
小
学
校
通

信
陸
上
競
技
大
会　

６
年
男
子
の

部　

60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
走　

第
１
位

　

土
井
　
大
輔
（
波
野
団
地
南
）

◆
第
47
回
中
国
中
学
校
陸
上
競

技
選
手
権
大
会　

２
年
男
子　

１
５
０
０
ｍ　

第
１
位

　

吉
井
　
道
歩
（
本　

町
）

◆
平
成
25
年
度　

山
口
県
体
育
大
会

レ
ス
リ
ン
グ
競
技　

中
学
生
の
部

女
子
50
㎏
級　

第
１
位

　

福
永
　
万
葉
（
中　

西
）

◆
平
成
25
年
度　

第
64
回
山
口
県
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会　

レ
ス
リ

ン
グ
競
技　

個
人
対
抗
戦　

66
㎏

級　

第
１
位

　

浴
口
　
良
太
（
八　

海
）

◆
平
成
25
年
度　

第
64
回
山
口
県
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会　

レ
ス
リ

ン
グ
競
技　

個
人
対
抗
戦　

60
㎏

級　

第
１
位

　

西
村
　
拓
真
（
蓮　

輪
）
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【
ス
ポ
ー
ツ
団
体
】

◆
平
成
25
年
度　

山
口
県
小
学
校
通

信
陸
上
競
技
大
会　

５
年
男
子
の

部　

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

第
１
位

　

山
本
　
浩
貴
（
本　

町
）

　

土
井
　
友
輔
（
波
野
団
地
南
）

　

浦
　
　
恭
瑛
（
波
野
市
）

　

中
坪
　
　
幸
（
上　

ゲ
）

◆
第
37
回
全
関
西
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
交
歓
大
会　

女
子

　

第
１
位

　

伊
與
政
　
希
実
（
川　

西
）

　

岩
立
　
菜
々
子
（
蓮　

輪
）

　

野
村
　
ら
ら
（
波
野
団
地
南
）

◇日時
３月31日（月）・４月１日（火）
午後７時まで

◇取扱業務
転入・転出・転居の届出、印鑑登録の申請・
証明書の交付、住民票の写しの交付

※他市町への確認が必要な手続きなど、内容
によっては取扱できない業務がありますの
で事前にお問い合わせください。

◇問合せ先
　町民福祉課　住民係　☎５２ ‐ ５８１１

　平成25年度中に国民年金保険料の後納制度
を利用されている人で、平成 16 年 3 月以降分
の後納保険料の納付がお済みでない人は、納付
書に記載された使用期限（平成26年3月31日）
までに納付をお願いします。
　使用期限までに納付できない場合は、お近く
の年金事務所にご連絡下さい。

◇問合せ先
・国民年金保険料専用ダイヤル
　☎０５７０－０１１－０５０
・徳山年金事務所
　☎０８３４－３１－２１５２

国民年金後納保険料の
納付期限が近づいています

　

藤
本
　
彩
楽
（
一
本
松
）

　

高
月
　
葉
捺
恵
（
川　

西
）

　

山
根
　
若
奈
（
吉　

井
）

　

吉
井
　
愛
実
（
吉　

井
）

　

山
本
　
菜
月
（
八
和
田
）

　

德
永
　
ゆ
り
佳
（
波
野
団
地
南
）

　

石
田
　
小
粋
（
宿　

井
）

　

塩
谷
　
美
捺
（
葛　

岡
）

　

市
川
　
　
恵
（
大　

田
）

　

木
下
　
　
彩
（
新
宿
井
１
）

　

木
下
　
　
萌
（
新
宿
井
１
）

◆
第
60
回
山
口
県
中
学
校
春
季
体
育

大
会（
東
部
）　

剣
道
女
子
団
体
の

部　

第
１
位

　

谷
　
侑
里
香
（
定
井
手
）

　

髙
橋
　
百
代
（
新　

町
）

　

平
松
　
莉
奈
（
城　

南
）

　

坂
本
　
か
す
み
（
泊
団
地
）

　

堀
　
友
里
恵
（
奈　

良
）

◆
平
成
25
年
度　

山
口
県
中
学
校
選

手
権
大
会　

弓
道
女
子
団
体
の
部

第
１
位 

　

形
山
　
志
歩
（
八
和
田
）

　

篠
田
　
瑞
貴
（
塩　

坪
）

　

佐
々
木
　
梨
織
菜
（
三　

宅
）

　

岡
田
　
美
憂
（
鳥　

越
）

◆
平
成
25
年
度　

第
64
回
山
口
県
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会　

駅
伝
競

技　

女
子　

第
１
位

　

竹
本
　
香
奈
子
（
助　

政
）

◆
第
53
回
中
国
高
等
学
校
ヨ
ッ
ト

選
手
権
大
会　

女
子
Ｆ
Ｊ
級
デ
ュ

エ
ッ
ト　

第
１
位

　

藤
井
　
　 

渚
（
川　

西
）

◆
平
成
25
年
度　

山
口
県
体
育
大
会

水
泳
競
技　

高
校
男
子　

第
１
位

　

船
石
　
隆
弘
（
浜　

城
）

◆
平
成
25
年
度　

中
国
高
等
学
校

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

　

男
子
団
体　

第
２
位

　

田
布
施
農
工
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
部

◆
平
成
25
年
度　

中
国
高
等
学
校
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会　

学
校
対

抗
戦　

第
２
位

　

田
布
施
農
工
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン

グ
部

◆
平
成
25
年
度　

第
40
回
中
国
高
等

学
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

男
子
個
人
フ
ル
ー
レ　

第
３
位

　

山
崎
　
　 

凌
（
高　

塔
）

◆
平
成
25
年
度　

山
口
県
体
育
大

会
陸
上
競
技　

30
歳
以
上
女
子　

１
０
０
ｍ　

第
１
位

　

福
永
　
美
香
（
中　

西
）

転入・転出などの
窓口業務を延長します
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▼

➡

■
公
民
館

・
東
田
布
施
公
民
館
大
会
議
室

　

１
時
間
／
４
２
０
円
→
４
３
０
円

・
西
田
布
施
公
民
館
大
集
会
室

　

１
時
間
／
６
３
０
円
→
６
４
０
円

■
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

利
用
時
間
単
位
を
1
時
間
単
位
に

見
直
し
ま
す
。（
町
民
グ
ラ
ン
ド
照

明
を
除
く
。）

○
町
民
グ
ラ
ン
ド

・
全
面（
専
用
利
用
）　

　

１
時
間
／
４
２
０
円
→
４
３
０
円

・
照
明　

１
基
30
分
／
２
６
０
円
→

２
７
０
円

○
第
1
体
育
館
、
第
2
体
育
館

・
照
明（
半
面
）　

１
時
間　

１
０
０

円（
新
）

○
プ
ー
ル

・
１
時
間　

２
１
０
円
→
３
２
０

円
（
個
人
利
用　

1
人
1
時
間
／

１
０
０
円
→
１
６
０
円
）

・
照
明　

１
時
間　

１
０
０
円（
新
）

○
弓
道
場

・
照
明（
半
面
）　

１
時
間　

50
円（
新
）

■
小
学
校

・
屋
内
運
動
場
照
明
設
備　

１
時
間

　

１
０
０
円（
新
）

・
屋
外
運
動
場　

４
時
間
以
内
／

５
２
０
円
→
５
４
０
円

８
時
間
以
内
／
１
０
５
０
円
→

１
０
８
０
円

■
中
学
校

・
屋
内
運
動
場
半
面　

１
時
間
／

６
３
０
円
→
６
４
０
円

　

照
明
設
備　

１
時
間　

１
０
０
円

（
新
）

・
武
道
場
半
面　

照
明
設
備　

１
時

間　

１
０
０
円（
新
）

・
天
体
観
測
ド
ー
ム　

１
回
／

１
０
５
０
円
→
１
０
８
０
円

・
屋
外
運
動
場　

小
学
校
と
同
額

■
近
隣
公
園

・
競
技
会
、
集
会
、
展
示
会
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
催
物
な
ど
／

２
１
０
０
円
→
２
１
６
０
円

■
の
ん
び
ら
ん
ど
・
う
ま
し
ま

○
キ
ャ
ン
プ
場（
１
カ
所
）

・
１
日
／
１
５
７
０
円
→
１
６
２
０
円

・
１
泊
／
２
１
０
０
円
→
２
１
６
０
円

○
キ
ャ
ビ
ン（
１
棟
）

・
１
日
／
４
２
０
０
円
→
４
３
２
０
円

・
１
泊
／
６
３
０
０
円
→
６
４
８
０
円

○
管
理
棟
研
修
室（
１
室
）

・
１
日
／
３
１
５
０
円
→
３
２
４
０
円

■
郷
土
館

・
特
別
展
示
室　

１
人
／
１
０
５
０

円
→
１
０
８
０
円

■
駅
東
駐
車
場

・
１
区
画
１
月
／
３
５
０
０
円
→

３
６
０
０
円

　

４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
改
定
に
伴
い
、
各
使
用
料
等
を
次
の
よ
う
に
改
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
電
気
代
等
の
使
用
実
績
等
か
ら
体
育
館
等
の

照
明
料
金
の
新
設
を
含
め
た
使
用
料
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
所
管
課
又
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

メ
ー
タ
ー
口
径
13
㎜
、
水
道
水
を
１
カ

月
10
㎥
使
用
し
た
場
合（
消
費
税
込
）

水道料金 現行
基本料金（８㎥） 1,512円
従量料金（２㎥） 483円
メーター使用量 84円

合　　計 2,079円

下水道料金 現行
基本料金（８㎥） 1,428円
従量料金（２㎥） 388.5円

合　　計 1,816円

改定後
1,555.2 円

496.8 円
86.4円

2,138 円

改定後
1,468.8 円

399.6 円
1,868 円

➡
田布施・平生水道企業団
　☎５２ ‐ ２４００

建設課　下水道管理係
　☎５２ ‐ ５８１７

問
総
務
課　

☎
52
‐
５
８
０
２

■
ご
み
収
集

・
収
集
券　

５
１
０
円

・
事
業
系
不
燃
性
粗
大
ご
み
（
直
接

搬
入
）
５
０
０
㎏
ま
で
／
６
１
０

円
■
馬
島
・
佐
合
島
航
路

○
小
荷
物
運
賃　

片
道　

１
個

・
10
㎏
以
下　

60
円

・
10
㎏
超
え
20
㎏
以
下　

１
１
０
円

・
20
㎏
超
え
30
㎏
以
下　

１
６
０
円

○
貸
切
運
賃　

臨
時
運
行
、
主
船
使

用（
片
道
・
昼
間
）　

７
７
９
０
円

■
斉
苑

○
葬
儀
式
場

・
葬
儀
使
用
／
３
時
間

　

１
万
６
２
０
０
円

・
通
夜
使
用
／
午
後
５
時
～
翌
日
午

前
９
時　

１
万
８
０
０
円

・
祭
壇
使
用　

５
万
１
４
２
０
円

・
冷
暖
房
使
用
料　

１
時
間
に
つ
き

８
２
０
円

○
待
合
室

・
１
室
／
２
時
間　

３
２
４
０
円

■
問
合
せ
先　

熊
南
総
合
事
務
組
合

　

☎
57
‐
０
５
３
０

（
新
料
金
、
主
な
も
の
を
掲
載
）

上下水道料金

改定のお知らせ

　

消
費
税
率
の
変
更
に
伴
い
、
平
成

26
年
５
・
６
月
分
（
６
月
20
日
検
針
）

以
降
の
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
上

下
水
道
料
金
と
も
合
計
金
額
で
1
円

未
満
は
切
り
捨
て
の
合
計
金
額
と
な

り
ま
す
。

　

一
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
み
収
集
・
渡
船
・

斉
苑
の
使
用
料
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田布施中学校
至  田布施駅 至  熊毛 IC

至  

柳
井
市

至  

米
出

図書館

神和工業

至  城南

公園

町役場

桜並木

中央公民館

地域交流館 特設ステージ

商工会館

ト
イ
レ

トイレ

至  光市

… 駐車場

田　布　施　川

仮設トイレ
マラソン用更衣室

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

たぶせ桜まつり

●特設ステージ　　　　　　　●魚釣り
●森のエリア　　　　　　　　●献血
●ロボットフットボール　　　●健康相談
●福祉コーナー　  

●脱出ゲーム

●ホッケー
●消防・警察・自衛隊コーナー

（駅前のＪＡ南すおうの駐車場も利用できます。）

さ
く
ら
橋

★開催日時　4月 6日（日）　午前 9時 30 分～午後４時
★会　　場　さくら橋周辺　※小雨決行

※都合により、イベント内容が変わることがあります。

第4４ 回 たぶせ桜まつり
問田布施町観光協会　☎２５-３５２７

出店多数あり！いろんなイベントがあるよ！

●ふわふわドーム
●カヌー体験

今年のテーマは

 「今つなぐ夢の輪」
日
本
の
祭
神
事
典 

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ

リ
ス
ク
の
世
界
地
図 

菅
原　
　

出

１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

石
井　

正
己

面
倒
だ
か
ら
、
し
よ
う 

渡
辺　

和
子

山
桜
記 

葉
室　
　

麟

虎
の
尾 

今
野　
　

敏

季
節
を
感
じ
る
和
の
暮
ら
し 

 

学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

ま
っ
す
ぐ
縫
い
の
子
ど
も
服 

 

野
木　

陽
子

首
折
り
男
の
た
め
の
協
奏
曲 

 

伊
坂
幸
太
郎

広報たぶせNo.917

田布施川さくら健康マラソン大会

商工会館

地域交流館 図書館

マックスバリュ

田布施川

県
道
光
柳
井
線
（
庄
山
バ
イ
パ
ス
）

ピクロス
高山石油

お 知 ら せ

第 33 回

午前 10 時　図書館横をスタート！

【交通規制区域と時間】
　　午前 9 時～午後 4 時 30 分
　　午前 9 時 30 分～正午

車両通行止めにご協力をお願いします。

【図書館臨時休館について】
桜まつり当日は、図書館は終日休館となります。
ご協力をお願いします。

烈
車
戦
隊

  

ト
ッ
キ
ュ
ウ
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー

聖
獣
天
神
リ
ュ
ウ
ガ
シ
ョ
ー

山
口
活
性
学
園
ラ
イ
ブ

30
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
ラ
イ
ブ

☆
各
公
演
と
も

　

１
日
２
回
公
演
予
定
、
観
覧
無
料

同時
開催

さ
ん
ぜ
ろ
ぽ
っ
せ

や
ま
ぐ
ち
か
っ
せ
い
が
く
え
ん
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長
い
間
、
勤
務
し
て
き
た
職
場
を
定
年
退
職
さ
れ
「
第
二
の
人
生
」
と
し
て
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
里
山
良
朗
さ
ん
。

　

今
回
は
、
里
山
さ
ん
に
生
涯
学
習
に
つ
い
て
、
お
尋
ね
し
て
み
ま
し
た
。

た
ぶ
せ
竹
楽
坊
と
の
出
会
い

　

私
の
、
生
き
が
い
と
は
何
だ
ろ
う
と
聞
か

れ
た
時
、
８
年
前
に
定
年
退
職
し
た
時
の
事

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
バ
ラ

色
の
人
生
が
待
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
現
実
は
、
朝
目
覚
め
る
と
出
か

け
る
と
こ
ろ
も
な
く
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
テ
レ
ビ

を
見
て
過
ご
す
毎
日
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

妻
か
ら
は
新
入
社
員
扱
い
さ
れ
、
主
夫
業
見

習
い
と
な
り
家
事
一
般
を
し
ご
か
れ
る
中
、

ふ
と「
俺
の
人
生
は
、こ
ん
な
事
で
は
な
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
る
と
、
全
て
手
作
り
で
出

来
た
、
竹
を
使
っ
た
楽
器
で
演
奏
す
る
サ
ー

ク
ル
が
あ
る
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
仲
間
か
ら
聞

き
ま
し
た
。

　

一
年
が
過
ぎ
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
出
来
た

と
き
、
誘
わ
れ
て
覗
い
て
見
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
今
ま
で
音
楽
は
聴
く
程
度
で
、
楽
譜

を
見
て
演
奏
す
る
事
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
と

不
安
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
態
で
笛
を

渡
さ
れ
て
吹
く
の
で
す
が
、
ま
っ
た
く
音
が

出
な
く
て
、
そ
の
様
子
を
見
ら
れ
て
打
楽
器

を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
笛
と
違
っ
て
竹
を

打
っ
て
音
を
出
す
の
で
、
少
し
希
望
が
わ
い

て
来
て「
や
れ
る
か
も
」と
い
う
気
持
ち
に
な

り
、
入
会
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
た
ぶ
せ
竹
楽
坊
と
の
出
会
い
で
す
。

　

最
初
の
一
～
二
年
間
は
、
悪
戦
苦
闘
と
い

う
状
態
で
し
た
が
新
入
会
員
が
加
わ
っ
た
事

で
日
々
楽
し
く
な
り
、
練
習
を
一
日
千
秋
の

思
い
で
待
つ
よ
う
に
な
り
、
二
年
間
は
皆
勤

賞
を
頂
い
て
益
々
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
何

よ
り
心
の
温
か
い
リ
ー
ダ
ー
の
人
に
対
し
て

の
接
し
方
が
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
私
は

思
い
ま
し
た
。
何
故
な
ら
、
注
意
し
た
後
か

ら
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必
ず
有
る
か
ら
で
す
。
昔

は
当
た
り
前
だ
っ
た
事
が
こ
こ
に
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
生
き
が
い
教
室
に
も

入
会
し
て
、
月
一
回
の
行
事
に
は
必
ず
参
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
に
入
っ
て
感
じ
た
事

は
、
男
性
に
対
し
て
女
性
が
多
い
事
で
す
。

何
故
で
し
ょ
う
か
？
仕
事
で
疲
れ
て
外
に
出

る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
事
も
原
因
の
一
つ

で
し
ょ
う
か
？
自
分
も
そ
う
で
し
た
が
、
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
足
も
軽
く
な
り
出
か

け
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
出
会
っ

て
色
々
と
話
し
た
り
、
動
く
事
で
ボ
ケ
防
止

に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家
に
居

る
男
性
の
方
は
ぜ
ひ
、
出
て
来
て
下
さ
い
。

妻
と
は
距
離
を
置
く
こ
と
で
お
互
い
を
尊
重

し
合
い
、
束
縛
す
る
こ
と
も
な
く
、
主
夫
業

と
両
立
す
る
こ
と
で
、
互
い
の
生
活
に
メ
リ

ハ
リ
が
出
て
来
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
」で
す
。
こ

れ
か
ら
も
人
生
を
百
二
十
年
と
決
め
、
何
事

も
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」の
如
し
。

配
原
自
治
会
　
里
山
　
良
朗

デザイン：石ノ森　章太郎

生涯学習のマスコット “ マナビィ ”

NO.257
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第163回

　

べ
ん
せ
い
～
～
し
ゅ
く
し
ゅ
く
～

～　

よ
る
か
わ
を
～
～
わ
た
る
～
～

頼
山
陽
作
の
こ
の
一
節
は
、
多
く
の

方
が
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

若
草
吟
詠
会
は
、
十
年
以
上
も
前

に
一
緒
に
練
習
し
た
仲
間
を
中
心

に
、
一
昨
年
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

詩
吟
は
、
漢
詩
に
節
を
付
け
て
詠
じ

ま
す
が
、こ
れ
に
日
本
舞
踏
や
剣
舞
、

ま
た
尺
八
と
一
緒
に
詠
じ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
日
本
の
主
と

し
て
、
明
治
時
代
ま
で
の
漢
詩
、
中

国
古
来
の
有
名
な
漢
詩
に
先
生
か
ら

節
調
（
節
回
し
）
を
付
け
て
も
ら
っ

て
、
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
詩
吟
は

決
し
て
難
し
い
も
の
で
は
な
く
て
、

節
調
も
数
パ
タ
ー
ン
に
限
ら
れ
、
そ

の
通
り
に
詠
え
ば
ど
な
た
で
も
簡
単

に
始
め
ら
れ
ま
す
。
和
歌
・
今
様
を

取
り
入
れ
て
吟
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

詩
吟
は
、
腹
か
ら
声
を
出
す
よ
う

に
指
導
さ
れ
ま
す
。
ま
た
大
き
な
声

を
出
し
ま
す
の
で
、ス
ト
レ
ス
発
散
、

健
康
に
と
て
も
良
い
の
で
す
が
、
こ

れ
が
な
か
な
か
出
せ
な
い
も
の
で

す
。

　

若
草
吟
詠
会
は
、
年
一
回
ほ
ど
公

民
館
祭
り
で
み
な
さ
ん
の
前
で
全
員

揃
っ
て
詠
う
合
吟
を
披
露
し
て
い
ま

す
。
和
気
あ
い
あ
い
の
仲
良
し
サ
ー

ク
ル
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
学
に
お
越

し
下
さ
い
。

■
講　

師　

反
田　

薫

■
日　

時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
２
時

■
場　

所　

城
南
公
民
館

■
代
表
者　

光
井　

静
子

若草吟詠会

城南公民館

サークルスケッチ

地
域
と
共
に
あ
る

　
～
学
校
づ
く
り
に
向
け
て
～

　

本
校
の
教
育
目
標
は
、「
至
誠
」「
創
造
」

で
す
。
至
誠
と
は
、
き
わ
め
て
誠
実
な
こ

と
で
あ
り
、
ま
ご
こ
ろ
の
こ
と
で
す
。
創

造
と
は
、
新
し
い
も
の
を
産
み
出
す
こ
と

で
あ
り
、
自
分
自
身
を
日
々
新
た
に
し
て

い
く
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
え

て「
ま
る
ご
と
！
や
ま
ぐ
ち
料
理
教
室
」の

開
催
や「
99
歳
ス
ー
パ
ー
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

講
演
会
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
基
盤
と

し
た
将
来
の
夢
を
育
む
教
育
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
と
し
て
、「
あ

い
さ
つ　

時
間　

そ
う
じ
」
と
い
う
三
つ

の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
中
学
校
生
活

の
三
年
間
で
、「
知
・
徳
・
体
」の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
生
徒
に
成
長
で
き
る
よ
う
、

日
々
着
実
に
学
校
生
活
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

本
校
は
、今
後
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）と
し
て
、
地

域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
・
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

田
布
施
中
学
校　
　

校
長　

金
澤　

和
紀

　　　田布施中学校
　　　　　　生徒数：400 人

学校シリーズ⑤
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★
れ
ん
こ
ん
の
葛
湯
★

長
引
く
風
邪
に
は
コ
レ
。
れ
ん
こ
ん
の
成
分
が
喉
の
痛
み
を
和

ら
げ
て
く
れ
ま
す
。
ほ
の
か
な
甘
さ
と
、
れ
ん
こ
ん
の
や
さ
し

い
と
ろ
み
が
、
胃
腸
を
労
わ
る
レ
シ
ピ
で
す
。

作
り
方

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

① 

れ
ん
こ
ん
は
、
皮
を
む
い
て
す
り
お
ろ
す
。

② 

キ
ン
カ
ン
は
、
薄
い
輪
切
り
に
し
て
、
種
を
取
る
。

③ 

鍋
に
、　

を
入
れ
て
中
火
に
か
け
、
静
か
に
混
ぜ
る
。

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
が
溶
け
た
ら
火
を
止
め
る
。

④ 

①
を
加
え
て
、
混
ぜ
な
が
ら
弱
火
で
煮
る
。
ト
ロ
ミ

が
つ
い
た
ら
、
②
と
レ
モ
ン
汁
を
加
え
て
サ
ッ
と
煮

る
。

１人分の栄養価
エネルギー…92kcal
たんぱく質…0.5g　脂質…0.1g
カルシウム…10mg　塩分…0g

材
料（
４
人
分
）

｛Ａ○

Ａ○

種　　類 主な栄養素 はたらき
主  食 ごはん、パン、麺類 炭水化物 体や脳を働かせる

主  菜 魚、肉、卵、大豆製品 たんぱく質、脂質 体（筋肉、血液など）を作る

副  菜 野菜、海藻、いも、きのこ ビタミン、ミネラル、食物繊維 体の調子を整える

2014　3/7 号　

れんこん （１筋）100g
キンカン （２個）20g
レモン汁 大さじ２

　　水 1・1/2カップ
　　グラニュー糖 大さじ6

　料理の「組み合わせ」を考えよう

　主食と汁物、主菜１品、副菜１～２品を基本と

した「一汁二菜（三菜）」のスタイルが理想的といわ

れています。

　「主菜」の“とりすぎ”に注意

　次のような主菜が多い食習慣になっていません

か。量を考えて食べましょう。

　◆主菜を中心に食べて満腹感を得ている

　◆「焼き魚＋冷奴」「唐揚げ＋刺身」のような、主菜

　　が重なる食べ方をしている

　◆市販弁当や外食が多くなりがち

　「副菜」を“プラス１皿”食べよう

　もっとも不足しやすいのは副菜です。効率的に料

理に取り入れましょう。

　副菜を１品増やすコツ

・作り置きをする　→　煮物、五目豆、甘酢漬けなど

・市販品を利用する　→　カット野菜、サラダ、缶詰など

・冷凍保存や電子レンジを活用して、ひと手間を省く

　「具だくさん」の料理を食べよう

　単品料理などで済ませがちな人は、主食、主菜、

副菜が一度にとれるような、食材の多い料理を選び

ましょう。

　　（例）・チャーシュー麺　→　ちゃんぽん麺
　　　　・かつ丼　→　中華丼

問保健センター　　☎５２- ４９９９

■ 目標　『バランスのよい食事をしよう』

　主食、主菜、副菜のそろった食事をすることで、栄養バランスが整い、さまざまな疾病の予防につ

ながります。ところが、町の食生活アンケートでは、「主食、主菜、副菜のそろった食事を毎食して

いる人」が約３割にとどまっています。

　町では、健康長寿を目指し、「バランスのよい食事」をすすめていきます。

★バランスよく食べるには…

項目 年齢区分 目標値（平成 32 年度）
主食、主菜、副菜のそろった食事を
毎食している人の割合

小中学生 増やす
20 歳以上 50％以下

健康づくり推進キャラクター

★「主食、主菜、副菜のそろった食事」は、体の主要な栄養素を満たすために重要です

「田布施町健康増進計画」    ～栄養・食生活編③～



9

　平成23年度から始まった、ほ場整備事業に伴
い、今年度は町教育委員会でも、西山・潤田団地
ほかの発掘調査を行いました。
　今回の調査では、縄文時代の石

いしさじ

匙と呼ばれてい
る石器が出土しました。

縄文時代の石器が出土しました

　今回出土した石器は考古学でスクレイパーと呼ばれているもので、日本では石匙（和名）とも呼ばれてい
ます。石匙はつまみ状の突起をもつ打製石器の一種です。縄文時代早期から前期にかけて使われた、現代
の万能ナイフのようなもので皮はぎとも呼ばれています。石材はサ

※

ヌカイトでつまみのないもの（写真左）
のほうが古いかもしれません。　　※サヌカイトとは…香川県で産出される漆黒色で緻密な安山岩。

スクレイパー（石匙）
（重長Ａ遺跡から出土）

スクレイパー
（上石田Ａ遺跡から出土）

広報たぶせNo.917

「高齢者のつどい」を開催
　２月21日（金）、町老人クラブ連合会主催の「高齢
者のつどい」が西田布施公民館で開催されました。
　周東総合病院の古賀保健師と河本理学療法士に
よる「ためしてハッケン！健康長寿のヒケツ」と題
した講演に、参加したみなさんは、熱心に耳を傾
けていました。

東消防署に水槽付消防車を配備
　光地区消防組合東消防署に水槽付ＣＤ－Ⅰ型消
防ポンプ自動車が配備され、２月28日（金）、町
役場で配備式を行いました。
　この車は、初期消火に迅速に対応するため、
600リットルの水槽と河川等の落差のある自然水
利にも、放水圧・放水量の余裕があるＡ－２級の
主ポンプを装備しています。

宝くじ助成事業により備品を整備

　田布施町まちづくり推進協議会では、財団法人自治総
合センターが実施した平成 25年度コミュニティ助成事
業により、コミュニティ活動支援用の備品（長机、LED
投光器）を整備しました。この事業は、同センターがコ
ミュニティの健全な発展と宝くじの普及広報を図るため
に、宝くじの収益により助成を行うものです。

◆田布施町まちづくり推進協議会事務局
　（企画財政課内）　　☎５２- ５８０３長机 ▲

▲ LED 投光器

Tabuse
Town News
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俳
句
・
短
歌

ま
っ
さ
ら
な
ノ
ー
ト
を
ひ
ろ
げ
る
よ
う
に　

朝

ポ
ン
ポ
ン
と
響
く
竹
の
燃
え
る
音　

里
山
再
生
元
年

春

と

い

う

文

字

踊

り

出

す　

私

の

心

一
切
振
り
落
し
冬
木
の
骨
格　

迷
い
な
く
老
い
て
ゆ
き
た
し

大

き

な

月

を

残

し

て　

カ

ー

テ

ン

閉

め

る

　
　
　
　

短
歌

ぜ
ん
ざ
い
の
味
見
し
な
が
ら
義お

と
う
と弟

の

　
　

車
の
音
を
聞
き
分
け
て
を
り	

城　
　

恭
子

連
れ
合
ひ
と
意
見
合
は
ざ
る
こ
と
多
し

　
　

年
古
り
た
れ
ば
共
に
頑
固
に	

岡
本
ま
さ
子

竹
邑
の
梢
を
揺
ら
す
風
の
音

　
　

か
ら
か
ら
し
ゃ
し
ゃ
と
嵯
峨
野
の
陸
墓	

加
賀
谷
由
紀
子

少
し
だ
け
ま
わ
り
道
し
て
ふ
か
ふ
か
の

　
　

落
葉
の
道
を
帰
り
来
た
り
ぬ	

藤
田　

京
子

ぬ
る
き
湯
は
益
々
ぬ
る
く
な
り
長
く

　
　

浸
か
り
て
を
り
ぬ
夫
の
呼
ぶ
声	

熊
谷　

玲
子

加
治　

紀
子

國
本
英
智
郎

田
村　

節
子

中
谷
み
さ
を

久
光　

良
一

周
防
一
夜
会

田布施図書館　　　☎５２-２２８８

～新しく入った本の一部を紹介します～

●
話
題
の
本
●

『あかいありの
ぼうけんえんそく』
  かこ　さとし作

　

あ
か
あ
り
小
学
校
の
み
ん
な
は
、
先

生
や
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、

「
ぼ
た
も
ち
や
ま
」
へ
、
秋
の
遠
足
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
次
々
と
お
そ
ろ
し

い
怪
物
た
ち
に
出
会
い
ま
す
が
、
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
頂
上
を
目
指
し

ま
す
。

e メールアドレス　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

ホームページ　　　http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
３月の休館日

ど
ー
し
た
ど
ー
し
た 

荒
井　

良
二

あ
な
た
の
マ
マ
は
ね 

 

 

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
カ
ー

画
本　

風
の
又
三
郎 

藤
城　

清
治

が
っ
こ
う
の
お
ば
け
ず
か
ん 

斉
藤　
　

洋

ひ
な
ま
つ
り
の
お
手
紙 

ま
は
ら　

三
桃

あ
た
ら
し
い
子
が
き
て 

岩
瀬　

成
子

透
明
人
間
に
な
っ
た
男
の
子
の
は
な
し 

 

 

サ
リ
ー
・
ガ
ー
ド
ナ
ー

　

仕
事
を
辞
め
、
夫
の
田
舎
に
移
り
住

ん
だ
夏
。
奇
妙
な
獣
を
追
う
う
ち
に
、

私
は
得
体
の
知
れ
な
い
穴
に
落
ち
る
。

平
凡
な
日
常
の
中
に
と
き
お
り
顔
を
覗

か
せ
る
異
界
。
※
第
１
５
０
回
芥
川
賞

受
賞
作

日
本
の
祭
神
事
典 

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ

リ
ス
ク
の
世
界
地
図 

菅
原　
　

出

１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

石
井　

正
己

面
倒
だ
か
ら
、
し
よ
う 

渡
辺　

和
子

山
桜
記 

葉
室　
　

麟

虎
の
尾 

今
野　
　

敏

季
節
を
感
じ
る
和
の
暮
ら
し 

 

学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

ま
っ
す
ぐ
縫
い
の
子
ど
も
服 

 

野
木　

陽
子

首
折
り
男
の
た
め
の
協
奏
曲 

 

伊
坂
幸
太
郎

●
話
題
の
本
●

児
童

一
般

   『穴』
  小山田　浩子著

　
　
　
　

喜
生
句
会

淡
雪
や
告
げ
た
き
こ
と
の
儘ま

ま

な
ら
ず	

國
近　

菊
枝

菓
子
箱
に
春
色
詰
ま
る
娘こ

の
み
や
げ	

石
永
美
智
子

こ
こ
だ
け
に
昭
和
の
音
や
花
八
手	

角
田　

伸
枝

春
め
き
て
等
間
隔
に
鳥
並
ぶ	

森
永　

初
惠

口
角
を
あ
げ
て
生
き
よ
と
冬
椿	

田
邊
留
美
子

春
灯
や
歌
書
く
筆
を
愛
し
め
り	

片
山　

淳
子

	
◆
お
し
ゃ
べ
り
箱
お
は
な
し
の
会

　

３
月
22
日（
土
）  

午
後
１
時
30
分
～

※
場
所
は
図
書
館
２
Ｆ
講
座
室

2014　3/7 号　

毎週月曜日、祝日、
月末整理30日（日）



14 日　入所式
21 日　身体測定
25 日（金）調理実習※限定 10 組
28 日　鯉のぼり作り

15 日　入所式
22 日　鯉のぼり作り
　　    身体測定

赤ちゃんサロン

10 ： 00 ～ 12 ： 00

【４月行事】

毎週月曜日
０歳児対象

毎週火曜日
１歳児対象

★はいはい

★よちよち

毎週木曜日
２歳児対象★すくすく

  9 :30 ～ 16:00
  9:30 ～ 12:00
12:15 ～ 13:15

10 日　入所式
17 日　リトミック
24 日  鯉のぼり作り
　　    身体測定

11

月～金曜日
土曜日
昼休み

16 日（水）　誕生会

★全員対象

  23 日（水）マタニティサロン
　　　　　　　妊婦さん対象　

※支援センターは10日（木）から始まります。

（Ｈ 25 年４月２日以降生まれ）

（Ｈ24年４月２日～Ｈ25年４月１日生まれ）

（Ｈ23年４月２日～Ｈ24年４月１日生まれ）

11 日（金）　孫サロン

広報たぶせNo.917

社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

柳井警察署だより
 ☎２３- ０１１０

http://www.police.pref.yamaguchi.jp/
1040/index.htm

（
１
／
21
～
２
／
20
受
付
分
）

◎施設開放

《子育ての名脇役、孫育てのみな
さんを応援しています》

田布施保育園 子育て支援センター ☎５３- １０１２

【保護者の皆さんへ】

○通学路を一緒に歩いてみましょう
　子どもと一緒に通学路を歩いて、危険な場所や
安全確認が必要な場所を点検し、安全な通行方法
をその場で教えましょう。
○子どものお手本になりましょう
　保護者の皆さんは、交通ルールを守っていますか？
　子どもたちは大人の行動のまねをします。保護
者自身が交通ルールを守り、
いつもお子さんのお手本と
なる行動を心がけましょう。

【地域の皆さんへ】

　子どもに対する犯罪や、声かけ等が未だに多く
発生しています。通学路の暗がりや危険な箇所な
ど、子どもを取り巻く環境改善に向けて安全点検
を行いましょう。

【ドライバーの皆さんへ】

　新年度が始まると、小学校周辺道路を黄色カバー
のランドセルを背負った新入児童が通学します。
子どもを見かけたら予想外な行動に備え、速度を
落とし、動きに十分注意して運転をしましょう。

　子どもが被害者となる

　　事件や事故を防ごう！

《4 月生まれのお友達、お祝いし
てくれるお友達参加自由！》

＊ 

社
会
福
祉
事
業
へ

西
日
本
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
線（
株
）

真
光
寺
佛
教
婦
人
会

田
布
施
町
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ

（
麻
郷
さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ
）

高　

塔　

菅
井
美
惠
子

匿
名
１
件

＊ 

香
典
返
し　
　

瀬　

戸　

中
村
富
士
子
（
夫
）
文
雄

土
井
の
内　

中
重
幸
子
（
夫
）
敬
一
郎

新　

川　

門
川
慶
子
（
夫
）
誠
治

石
の
口　

岡
本　

茂
（
母
）
ヤ
ス
子

上　

組　

堀
田
安
英
（
父
）
博
稔

祗　

園　

横
尾
登
美
子
（
夫
）
義
平

＊ 

リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

匿
名
１
件

　

東
日
本
大
震
災

　
　
　
　
　

復
興
支
援
金
と
し
て

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

小
関　

陽
子　
　

２
月
23
日

　

０１２
たぶせ
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以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

お知らせ
知

　

就
職
活
動
を
継
続
し
て
い
る
今
春

卒
業
の
新
卒
者
・
既
卒
者
の
み
な
さ

ん
、就
職
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
、

不
安
な
こ
と
、
求
人
情
報
な
ど
は
、

お
気
軽
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井

　

☎
22
‐
２
６
６
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

問
健
康
保
険
課　

保
険
年
金
係　

☎
52
‐
５
８
０
９

平
成
26
年
度   

外
来
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

　

町
で
は
、
国
保
の
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
「
人
間

ド
ッ
ク
施
設
利
用
料
金
」
の
補
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
人
間

ド
ッ
ク
は
、
成
人
病
の
早
期
発
見
ば
か
り
で
な
く
、
検
査
結
果

に
応
じ
て
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
自
分
に
合
っ
た
生
活
方
法
を

知
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
年
に
一
度
は
人
間
ド
ッ
ク

で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
対
象 

　

田
布
施
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

○
受
診
回
数 

　

１
人
１
年
度
に
１
回

○
検
査
項
目

視
力
・
聴
力
検
査
、
血
液
検
査
、
心
電
図
、

胸
部
・
胃
部
X
線
撮
影
等

○
負
担
金 

　

費
用
額
の
３
割

○
受
託
医
療
機
関 

　

光
市
立
大
和
総
合
病
院
、
周
東
総
合
病
院

○
申
込
方
法

保
険
証
と
印
か
ん
を
持
参
の
上
、
健
康
保
険

課（
⑥
番
窓
口
）で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
６
月
１
日
以
降
に
申
し
込
み
を
す
る
場
合

は
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
券
（
５
月
下
旬

に
送
付
予
定
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い（
人
間

ド
ッ
ク
を
利
用
す
る
人
は
、
特
定
健
康
診
査

を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

種　　類 利用機関名
費用額

（10割）

自己負担額

（3割）

外来人間ドック

（日帰り）

大和総合病院 39,960円 11,990円

周東総合病院 39,960円 11,990円

４
月
１
日
か
ら
申
込
み
受
付
開
始

　

向
学
心
に
富
む
学
生
・
生
徒
で
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
人
に
対
し
て
奨
学
資
金
を
貸
し
付

け
ま
す
。

◇
貸
付
対
象
者
お
よ
び
貸
付
額

・
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度

の
修
業
年
限
が
２
年
以
上
あ
る
専

修
学
校
（
学
校
教
育
法
以
外
の
法

律
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
養
成

施
設
を
含
む
）に
在
学
す
る
人
で
、

修
学
先
が
遠
隔
地
の
た
め
町
外
に

単
身
で
居
住
す
る
人

･･･

月
額
１
万
円
以
内

・
大
学
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学

校
等
に
在
学
す
る
人

･･･

月
額
２
万
４
千
円
以
内

◇
申
込
方
法

学
校
教
育
課
に
備
え
付
け
の
申
請

お知らせ
知
田
布
施
町

奨
学
資
金
貸
付

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
す
る

◇
申
込
期
限　

４
月
30
日（
水
）

◇
問
合
せ
先　

学
校
教
育
課

　

☎
52
‐
５
８
１
２

多
重
債
務
・
相
続

無
料
電
話
相
談
会

相  談
相

◇
日
時　

４
月
５
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０
‐
０
０
３
‐
８
２
１

◇
内
容　

多
重
債
務
や
相
続
登
記
な

ど
の
相
続
問
題
で
困
っ
て
い
る
人

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

山
口
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会
（
石
丸
）

　

☎
０
８
３
４
‐
32
‐
９
８
６
１
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山
口
県
健
康
福
祉
祭

参
加
者
募
集 

募  集
募

■
ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
大
会

◇
開
催
日　

５
月
21
日（
水
）

※
雨
天
予
備
日　

22
日（
木
）

◇
場
所

　

山
口
市
維
新
百
年
記
念
公
園

　

や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

　

こ
れ
ま
で
、
介
護
用
品
（
紙
お
む

つ
等
）
給
付
事
業
で
は
、
在
宅
で
、

ね
た
き
り
等
に
よ
り
常
時
失
禁
状
態

が
続
き
、
お
む
つ
の
必
要
な
人
に
対

し
て
、
紙
お
む
つ
等
を
給
付
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
給
付
用
件
を
明
確
に

す
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
対
象
を

次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

◇
常
時
ね
た
き
り
状
態
に
あ
る
在
宅

高
齢
者
（
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
）

①
要
介
護
度
4
ま
た
は
5
の
認
定
を

受
け
た
人

②
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
認

定
の
申
請
を
し
た
人
で
、
主
治
医

意
見
書
に
お
い
て
、「
障
害
老
人

の
日
常
自
立
度
（
寝
た
き
り
度
）」

の
記
載
が
「
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｃ
１

又
は
Ｃ
２
」（
寝
た
き
り
）、
か
つ
、

「
尿
失
禁
の
発
生
可
能
性
」の
記
載

が「
あ
り
」と
な
っ
て
い
る
人

③
次
の
証
明
書
の
発
行
を
受
け
た
こ

と
が
確
認
で
き
た
人

・
所
得
税
及
び
町
県
民
税
に
お
け
る

医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
、
医

師
か
ら
、
紙
お
む
つ
が
必
要
で
あ

る
こ
と
の
証
明
と
し
て「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」の
発
行
を
受
け
た
人

お知らせ
知
介
護
用
品
給
付
事
業

の
給
付
要
件
を
変
更

・「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」の
発
行
を

受
け
、
２
年
目
以
降
、
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
場
合
、「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
に
代
わ
る
、
介

護
保
険
主
治
医
意
見
書
記
載
内
容

確
認
書
の
発
行
を
受
け
た
人

◇
常
時
ね
た
き
り
状
態
に
あ
る
在
宅

心
身
障
害
者

　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く

障
害
支
援
区
分
の
認
定
に
お
い

て
、
次
の
項
目
が「
全
介
助
」ま
た

は「
で
き
な
い
」に
あ
て
は
ま
る
人

　

▼
移
乗
・
移
動
・
立
ち
上
が
り
・

排
尿
・
排
便

　

給
付
を
受
け
て
い
る
人
は

　
　

現
在
、
給
付
を
受
け
て
い
る

人
は
、
当
面
の
間
、
引
き
続
き

紙
お
む
つ
等
の
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

４
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
へ

の
入
院
、
ま
た
は
施
設
へ
の
入

所
が
あ
り
、
そ
の
後
退
院
ま
た

は
退
所
さ
れ
た
場
合
は
、
４
月

１
日
以
降
の
基
準
に
よ
り
再
給

付
の
決
定
を
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課　

福
祉
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

「
表
示
登
記
の
日
」

無
料
登
記
相
談

相  談
相

◇
日
時　

４
月
１
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◇
場
所　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館
１
階

　
（
柳
井
市
柳
井
３
７
１
８
番
地
）

◇
相
談
内
容

・
土
地

分
筆
・
合
筆
、
地
目
変
更
、
土
地

の
面
積
等
の
更
正
な
ど

・
建
物

　

新
築
・
増
築
、
取
り
こ
わ
し
な
ど

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
５
９
７
５

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」の内容とは関係ありません。◇
種
目　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ

ン
ク
、
弓
道
、
剣
道
、
囲
碁
、
将

棋
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

◇
参
加
資
格

　

60
歳
以
上（
昭
和
30
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）

◇
申
込
方
法

　

所
定
の
参
加
申
込
書
（
町
民
福
祉

課
に
備
え
付
け
）
を
提
出
す
る

◇
申
込
期
限　

４
月
14
日（
月
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課　

福
祉
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０
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　豊かな自然に恵まれ、歴史と伝統をうけついだわ
たくしたち田布施町民は、力を合わせ、活力にみち
未来に輝く田布施を築くため、この憲章を定めます。

町の木

クロガネモチ

町の花

コバノミツバツツジ

    

広
報
た
ぶ
せ

  NO.917

平
成
26
年

３
月
７
日

田 布 施 町 民 憲 章

　１.　健康で明るいくらしにつとめます
　１.　豊かな心を養い、文化を高めます
　１.　暖かい家庭を築き、伸びゆく力を育てます
　１.　人に親切にし、互いに助けあいます
　１.　きまりを守り、平和なふるさとをつくります

＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

３月・４月
休日・夜間納税（相談）窓口

　やむを得ず納期限ま
でに納付できない事情
のある人などの、納付
に関する相談もお受け
します。

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）

　３月 30 日（日）   ４月 27 日（日）
■夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）

　３月 31 日（月）   ４月 30 日（水）

◇納付場所　  町役場１階   税務課窓口
◇対象および内容の問合せ先
　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　……税　務　課 ☎５２- ５８０４
　国民健康保険税 ･ 後期高齢者医療保険料 ･ 介護保険料
　　　　　　……健康保険課 ☎５２- ５８０９
　保　育　料……町民福祉課 ☎５２- ５８１０
　下水道受益者負担金…建　設　課 ☎５２- ５８１７
　町営住宅使用料…建　設　課 ☎５２- ５８０７

たぶせ少年少女合唱団

第11回定期演奏会

３月21日（金・祝）
 西田布施公民館

●問合せ先

　社会教育課　☎５２- ５８１３

開演：午後１時 30 分

入場無料・「童謡唱歌」

・「なつかしのアイドルソング」

・オペラ「木の実たちのけんか」 初演

たぶせ山城太鼓

コーヒー・手作り品バザー開催

人口と世帯 人口 15,996  人

  男 7,594  人 
  女 8,402  人 
世帯 6,992 世帯

（増減 － 11 人）（２月１日現在）

●問合せ先
　たぶせ山城太鼓事務局（城南公民館内）
　☎５２- ２０５４

３月30日（日）　午後１時 30 分～

 アクティブやない（柳井市）

第18 回  定期演奏会

入場無料


